
市制施行60周年記念号

結　城

目　次
2
3
4
6

12
14

市長・議長あいさつ
結城市の概要
姉妹都市・友好都市からのメッセージ
結城市60年のあゆみ
60年のあの時この時
未来の結城 児童・生徒絵画展 入賞作品

◎発行日◎
平成26年11月9日

◎企画・編集◎
茨城県結城市 市長公室秘書課

〒307-8501　茨城県結城市大字結城1447
電 話 0296-32-1111（代）

〔表紙〕市制施行時に発行された結城市報第一号



結城市制施行60周年を迎えて

結
城
市
長

　前

　場

　文

　夫

　
結
城
市
が
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
29
年
3
月
15
日
に
結
城
町
・
絹
川
村
・
上
山
川

村
・
山
川
村
・
江
川
村
の
1
町
4
カ
村
が
合
併
し
誕
生
し

ま
し
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
戦
後
の
復
興
を
は
じ
め
と
す

る
高
度
経
済
成
長
の
な
か
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
当
市
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
多
く
の
先
人
た
ち
に
衷
心
よ
り
感
謝
と

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
昭
和
か
ら
平
成
と
続
く
こ
の
時
代
に
、
日
本
は
大
き
く

変
貌
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
当
市

は
農
業
に
適
し
た
肥
沃
な
土
地
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
住
環
境
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
結

城
紬
な
ど
の
財
産
、
ま
た
「
東
京
か
ら
60
分
」
と
い
う
恵

ま
れ
た
条
件
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
31
年
に
茨
城
国

民
体
育
大
会
、
平
成
32
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
結
城
市

の
発
展
の
展
望
を
担
う
も
の
と
大
き
な
期
待
を
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
結
城
市
の
更
な
る
飛
躍
と
市
民
の
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
城
市
は
昭
和
29
年
3
月
15
日
に
、
県
下
7
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
、本
年
記
念
す
べ
き
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
城
下
町
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
結
城
市
は
、
長
い
歴

史
と
伝
統
を
持
ち
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
結
城
紬
」
は
、
平
成
22
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
そ
の
伝
統
技
術
と
文
化
が
世
界

に
も
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
本
市
は
、
美
し
い
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
、

関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、
首
都
圏
か
ら
70
㎞
圏
内
と
い
う

立
地
を
活
か
し
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
公
共

施
設
整
備
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
に
加
え
、
様
々

な
農
作
物
の
生
産
、
工
業
団
地
の
整
備
に
よ
る
企
業
誘
致
、

大
規
模
店
舗
の
進
出
な
ど
、
農
・
工
・
商
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
都
市
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
歩
み
は
、
ひ
と
え

に
先
人
た
ち
が
厳
し
い
社
会
情
勢
や
経
済
環
境
の
中
で
豊

か
な
郷
土
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
制
施
行
60
周
年
を
市
民
の
皆
様
と
心
か
ら
喜
び
を
分

か
ち
合
う
と
と
も
に
、
今
後
、
結
城
市
が
さ
ら
な
る
躍
進

を
遂
げ
る
た
め
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
城
市
議
会
議
長

　船

　橋

　
　清

た
く
さ
ん
の
思
い
に
支
え
ら
れ
、

結
城
は
今
年
で
60
歳
。

た
く
さ
ん
の
思
い
に
支
え
ら
れ
、

結
城
は
今
年
で
60
歳
。

市
章

名
誉
市
民

「
ユ
ー
キ
」
の
端
的
な
表
現

で
、
円
に
し
た
の
は
市
政
の

円
滑
と
市
民
の
和
を
意
味
し
、

外
側
へ
の
剣
先
は
、
市
民
の

向
上
と
外
部
へ
の
飛
躍
発
展

性
を
表
し
た
も
の
で
、
結
城

市
の
発
展
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

本
場
結
城
紬
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
藍
色
に
亀
甲
模
様
を

ベ
ー
ス
と
し
、
数
字
の
60
に

市
章
を
組
み
合
わ
せ
て
60
周

年
を
表
し
て
い
ま
す
。

○
姉
妹
都
市

　

山
形
県
長
井
市
（
昭
和
58
年
）

○
友
好
都
市

　

福
井
県
福
井
市
（
平
成
14
年
）

　

栃
木
県
小
山
市
（
平
成
26
年
）

○
国
際
親
善
姉
妹
都
市

　

ベ
ル
ギ
ー
王
国
メ
ッ
ヘ
レ
ン
市
（
平
成
8
年
）

　

タ
イ
王
国
メ
ー
サ
イ
市
（
平
成
24
年
）

○
災
害
時
相
互
応
援
都
市

　
山
形
県
長
井
市
（
平
成
9
年
）

　

埼
玉
県
久
喜
市
（
平
成
11
年
）

　

栃
木
県
小
山
市
（
平
成
22
年
）

　

愛
知
県
刈
谷
市
（
平
成
23
年
）

結
城
市
は
筑
波
、
日
光
の
二
つ
の
山
な
み
を
見
は
る
か
し
、
鬼
怒
の

流
れ
清
ら
か
な
美
し
い
自
然
と
ゆ
た
か
な
歴
史
・
伝
統
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
思
い
さ
ら
に
伸
び
ゆ
く
す
み
よ
い

ま
ち
へ
の
願
い
を
こ
め
て
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
た
が
い
に
信
じ
あ
い　

助
け
あ
う

　
　
　

あ
か
る
い
ま
ち
を　

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え　

仕
事
に
は
げ
む

　
　
　

生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を　

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
教
育
を
お
こ
し　

文
化
を
の
ば
す

　
　
　

か
お
り
た
か
い
ま
ち
を　

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
自
然
を
愛
し　

水
と
み
ど
り
の
澄
む

　
　
　

う
つ
く
し
い
ま
ち
を　

つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
伝
統
を
生
か
し　

未
来
を
ひ
ら
く

　
　
　

ゆ
た
か
な
ま
ち
を　

つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
民
憲
章
（
昭
和
55
年
11
月
10
日
制
定
）

市の花：ユリ市の木：桑

60 years before 

結
城
市
の
盟
約
締
結
都
市

（
締
結
年
）

結城市のデータ
（平成26年10月1日現在）
人　口　52,943人
世帯数　19,493世帯

60年前の結城市は…
人　口　39,642人
世帯数　6,868世帯

・
齊
藤　

茂
一
郎 

氏

　
（
実
業
家
）

　
　

1
8
8
1
〜
1
9
5
8
年

　
・
大
木　

庫 

氏

　
（
元
結
城
市
長
）

　
　

1
9
0
6
〜
2
0
0
2
年

・
多
田　

富
雄 

氏

　
（
東
京
大
学
名
誉
教
授 

医
学
博
士
）

　
　

1
9
3
4
〜
2
0
1
0
年

　
・
新
川　

和
江 

氏

　
（
詩
人
）

　
　

1
9
2
9
年
〜

23

（
昭
和
26
年
3
月
17
日
制
定
）
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MESSAGE姉妹都市・友好都市からのメッセージ

友好都市

栃木県小山市
市長　大久保　寿夫

国際親善姉妹都市

タイ王国メーサイ市
市長　サリヨン・スリサムート

友好都市

福井県福井市
市長　東村　新一

姉妹都市

山形県長井市
市長　内谷　重治

結
城
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
日
ま
で
結
城
市
の
皆
様

お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
長
い
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
市
の

発
展
の
た
め
に
尽
力
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
深
い
敬
意
を

表
し
ま
す
。

「
紬
」
が
ご
縁
で
結
ば
れ
た
結
城
市
と
長
井
市
の
交
流
は
、

昨
年
で
姉
妹
都
市
盟
約
締
結
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
物
産
の
交
流
や
、
市
議
会
や
市
民
同
士

の
交
流
、
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結
な
ど
、
こ
れ
ま

で
培
わ
れ
て
き
た
信
頼
関
係
は
非
常
に
強
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
。

長
き
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
友
好
の
絆
を
大
切

に
、
今
後
一
層
の
深
い
親
善
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
結
城
市
の
益
々
の
発
展
と
結
城
市
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
結
城
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
小
山
市
も
同
時
期
に
市

制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
す
こ
と
に
深
い
因
縁
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

貴
市
と
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
の
本
場
結

城
紬
を
は
じ
め
、
小
山
氏
の
開
祖
、
小
山
政
光
・
寒
川
尼

の
三
男
、
朝
光
が
貴
市
の
祖
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
歴
史
的

な
結
び
つ
き
が
強
く
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
去

る
10
月
２
日
に
友
好
都
市
の
盟
約
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
絆
を
さ
ら
に
強
め
、

相
互
の
理
解
と
信
頼
の
も
と
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
医

療
等
を
は
じ
め
と
す
る
各
分
野
に
お
い
て
更
な
る
交
流
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
市
の
益
々
の
発
展
と
市
民
の
皆
様
の
幸
福

を
ご
祈
念
し
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
た
し
ま
す
。

結
城
市
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

福
井
市
と
結
城
市
は
、
初
代
福
井
藩
主
で
あ
る
結
城
秀

康
公
の
歴
史
的
な
繋
が
り
を
縁
と
し
て
、
平
成
14
年
４
月

13
日
に
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。
提
携
後
は
小

学
生
や
市
民
の
相
互
訪
問
を
中
心
に
、
多
く
の
交
流
事
業

を
通
し
て
両
市
の
友
好
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
、
私
も
市
民
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
貴

市
を
訪
問
し
、
結
城
市
民
劇
の
観
賞
や
結
城
市
民
の
皆
様

と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
両
市
民
の
交

流
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、
改
め
て

市
民
交
流
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、
両
市
民
の
絆
が
よ

り
一
層
深
ま
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

結
城
市
の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
市
民
皆
様
の
御
健

勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
2
年
11
月
19
日
に
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
以
来
、

結
城
市
と
メ
ー
サ
イ
市
は
大
変
前
向
き
な
関
係
を
築
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。

自
治
体
の
人
的
交
流
に
お
い
て
は
、
メ
ー
サ
イ
市
職
員

が
結
城
市
で
約
10
カ
月
に
渡
り
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
の
分
野
に
お
い
て
は
、
メ
ー
サ
イ
市
の
消
防
士

2
名
を
結
城
市
に
派
遣
し
、
は
し
ご
車
に
関
す
る
研
修
を

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
少
年
交
流
に
お
い
て

は
、
メ
ー
サ
イ
高
校
の
生
徒
達
と
教
師
達
が
来
結
し
、
結

城
第
一
高
校
と
の
親
睦
を
深
め
、
農
業
の
分
野
に
お
い
て

は
、
両
市
の
農
業
関
係
者
達
が
相
互
に
訪
問
し
、
農
業
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
調
印
か
ら
、
ま
だ
短
い
期
間
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
両
市
の
友
好
と
親
善
は
、
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し

い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
両
市
の
関
係
が
一
層
深
く
、

強
く
な
っ
て
い
く
事
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

長井市は山形県の南西部に位置し、朝日・飯
豊連峰の山々に囲まれ、南北に最上川が流れる
自然豊かなまちです。江戸時代には最上川舟運
の港町として栄え、長井紬が主要産業の一つと
して発展しました。また、春には国の天然記念
物である久保桜や最上川堤防の千本桜、初夏に
は白つつじ、あやめなどが市内を彩る「水と緑
と花のまち」です。

小山市は、ラムサール条約湿地登録「渡良瀬
遊水地」をはじめとする「水と緑と大地」の豊
かな自然環境と、古い歴史を有し、特に徳川
300年の栄光の道筋を付けたといわれる天下分
け目の軍議「小山評定」が行われた「開運のま
ち」であり、東京圏からわずか60㎞の新幹線
の停車する鉄道・国道が共に交差する交通の要
衝であり、栃木県の南都として、これからさら
に発展する可能性を持ったまちです。

福井市は人口約27万人の都市です。
春は「足羽川堤防の桜並木」が咲き誇り、夏

は「福井フェニックスまつり」がまちを盛り上
げ、秋は「コシヒカリ」の黄金の絨毯が広がり、
冬は「越前がに」が多くの人々を魅了します。

また、国の三重指定を受けた「一乗谷朝倉氏遺
跡」や、昭和天皇がお気に召された「越前おろし
そば」など、豊かな自然や歴史・文化、食が満載
です。

メーサイ市はタイ王国の北部にあるチェンラ
イ県メーサイ郡の中核都市です。

隣国のミャンマーと接しており、陸路がある
ことから交易が盛んです。

また、タイ最北端の街として、日本人をはじ
め多くの外国人観光客が訪れます。「メーサイ」
の名前は、ミャンマーと国境を隔てるサイ川（タ
イ語でメー・サイ）に由来しています。

長
井
市
の
概
要

福
井
市
の
概
要

小
山
市
の
概
要

メ
ー
サ
イ
市
の
概
要 あやめ公園内を舞う黒獅子　ふくい春まつりの越前時代行列小山市の町並みと思川メーサイ市の町並み
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昭和29年～48年結城市 年のあゆみ

昭
和

昭和29年　市制施行を祝い練り歩く山車昭和30年代　駅北部市街地の町並み昭和46年　国道50号線が完成
　　　　　（写真は結城第二高等学校前付近）

昭和29年　市制施行当時の市庁舎

昭和39年　東京オリンピックの聖火ランナーが市内を通過する様子

結
城
市
誕
生
、
高
度
経
済
成
長
へ
。

結
城
市
制
施
行︵
1
町
4
ケ
村
合
併
︶

浦
町
児
童
公
園
に
結
城
市
公
民
館
を

設
置︵
旧
公
民
館
︶

水
戸
線
小
田
林・東
結
城
駅
新
設

住
井
す
ゑ﹁
夜
あ
け
朝
あ
け
﹂現
地
ロ
ケ
実
施

結
城
紬﹁
平
織
﹂が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る

結
城
商
工
会
議
所
設
立

名
誉
市
民
条
例
制
定
︑齊
藤
茂一郎
氏
第
1
号
に

城
南
小
学
校
開
校

国
民
健
康
保
険
実
施
さ
れ
る

絹
川
︑
上
山
川
支
所
廃
止

鬼
怒
川
大
橋
が
完
成

︵
財
︶重
要
無
形
文
化
財
結
城
紬
保
存
会
発
足

準
急﹁
つ
く
ば
ね
号
﹂走
る

常
備
消
防
の
設
置

上
水
道
事
業
始
ま
る

市
内
小
中
学
校
が
完
全
給
食
に
な
る

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

第
15
回
北
関
東
野
球
大
会
で
結
城
中
が
初
優
勝

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
市
内
通
過

国
道
50
号
線
の
建
設
開
始

上
水
道
給
水
開
始

栄
橋
開
通

結
城
市
消
防
庁
舎
完
成

交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
発
足

筑
西
衛
生
組
合
清
掃
処
理
場
事
業
開
始

下
妻一高
上
山
川
分
校
廃
校

水
戸
線
電
化︵
結
城
↓
水
戸
間
1
時
間
40
分
︶

結
城
商
工
会
議
所
会
館
が
完
成

下
水
道
審
議
会
が
事
業
計
画
を
策
定

下
館
地
方
広
域
市
町
村
圏
が
発
足︵
2
市
5
町
1
村
︶

結
城
市
公
民
館・勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
完
成

筑
西
広
域
火
葬
場
の
業
務
開
始

市
役
所
機
構
改
革・部
の
設
置

国
道
50
号
線
完
成

結
城
市
観
光
協
会
発
足

鬼
怒
商
業
高
等
学
校
開
校

広
域
老
人
い
こ
い
の
家
︑鹿
窪
に
建
設

結
城
南
中
学
校
開
校

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

結
城
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

広
域
消
防
が
発
足︵
2
市
5
町
1
村
︶

29
年

30
年

31
年

32
年

33
年

34
年

35
年

36
年

37
年

38
年

39
年

40
年

41
年

42
年

43
年

44
年

45
年

46
年

47
年

48
年

昭
和
29
年
3
月
15
日
、
結

城
町
と
絹
川
・
上
山
川
・
山

川
・
江
川
各
村
が
合
併
し
、

県
内
で
7
番
目
の
市
「
結
城

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
市
制
施
行
の

記
念
式
典
と
功
労
者
の
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
万
国
旗
の

小
旗
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、

市
制
実
現
を
喜
ぶ
市
民
で
賑

わ
う
大
通
り
を
、
合
併
協
賛

会
が
用
意
し
た
山
車
が
練
り

歩
き
ま
し
た
。

結
城
市
発
足
時
の
人
口
は

3
9,
6
4
2
人
で
、
結
城

駅
北
側
の
城
下
町
以
来
の
商

業
地
を
除
く
市
域
の
ほ
と
ん

ど
が
農
村
部
で
あ
っ
た
た
め
、

多
く
の
市
民
は
農
業
従
事
者

で
し
た
。

敗
戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越

え
、
高
度
経
済
成
長
期
を
迎

え
た
こ
の
時
代
、
道
路
・
鉄

道
な
ど
の
交
通
網
や
上
下
水

道
な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
、
土
地
改
良
・
利

水
事
業
な
ど
に
よ
り
農
業
生

産
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
市
民
の
生
活
水
準
が
格

段
に
向
上
し
ま
し
た
。
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結城市 年のあゆみ 昭和49年～平成5年

昭
和

平
成

昭和49年　結城駅北口の様子

昭和60年　つくば科学万博、結城の日が開催される

平成2年　市役所前の築地塀が完成

昭和49年　茨城国体フェンシング競技が開催される

昭和59年　市制施行30周年記念式典が結城小学校体育館で開催される

平成3年
市民文化センターアクロスがオープン

昭和58年　山形県長井市と姉妹都市盟約締結

近
代
化
が
進
み
、

文
化
が
花
開
く
。

市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

第
29
回
秋
季
国
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
開
催・

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
来
結

N
H
K﹁
鳩
子
の
海
﹂放
映

鹿
窪
運
動
公
園
野
球
場
完
成

本
場
結
城
紬
技
術
保
持
会
発
足

大
橋
町
歩
道
橋
完
成

結
城
市
史
第
1
巻
発
刊

結
城
中
学
校
新
校
舎
完
成

第
1
回
子
ど
も
議
会
開
催

公
共
下
水
道
供
用
開
始

県
立
結
城
養
護
学
校
開
校

鹿
窪
運
動
公
園
に
武
道
館
完
成

市
民
憲
章
︑市
の
木︵
桑
︶︑市
の
花︵
ユ
リ
︶制
定

結
城
西
小
学
校
開
校

市
の
人
口
が
5
万
人
に
達
す
る

伝
統
産
業
都
市
指
定

町
内
市
政
懇
談
会
ス
タ
ー
ト

山
川
文
化
会
館
完
成

結
城
市
文
化
協
会
設
立

第
2
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

山
形
県
長
井
市
と
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結

市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典

第
35
回
北
関
東
野
球
大
会
で
結
城
南
中
学
校
が

初
優
勝

城
西
小
学
校
開
校

市
庁
舎・保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

つ
く
ば
科
学
万
博
開
催・常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
来
結

住
民
基
本
台
帳
電
算
化

地
籍
調
査
開
始

南
部
第一土
地
区
画
整
理
事
業
開
始

結
城
東
中
学
校
開
校

中
国
北
京
市
と
教
育
相
互
交
流
研
修
事
業
開
始

結
城
廃
寺
発
掘
調
査
開
始

N
O
P
P
E
ま
つ
り
開
催

J
R
水
戸
線
立
体
交
差
橋︵
川
木
谷
橋
︶開
通

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設

J
R
水
戸
線
開
通
1
0
0
周
年

︵
財
︶結
城
市
文
化
振
興
事
業
団
設
立

市
役
所
前
の
築
地
塀
が
完
成

峯
崎
遺
跡
発
掘
調
査
開
始

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー﹁
ア
ク
ロ
ス
﹂オ
ー
プ
ン

第
3
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

旧
結
城
城
外
堀
に
水
辺
公
園
完
成

新
国
道
4
号
線
が
全
線
開
通

学
校
週
5
日
制
が
始
ま
る

茨
城
県
結
城
看
護
専
門
学
校
開
校

緑
化
推
進
事
業﹁
市
民一人一木
運
動
﹂と
し
て

新
生
児
に
記
念
樹
を
贈
る

49
年

50
年

51
年

52
年

53
年

54
年

55
年

56
年

57
年

58
年

59
年

60
年

61
年

62
年

元
年

2
年

3
年

4
年

5
年

昭
和
49
年
の
結
城
市
総
合

計
画
で
は
、「
市
民
生
活
の

豊
か
な
発
展
」
を
目
標
に
掲

げ
、
そ
の
後
の
結
城
第
一
工

業
団
地
の
造
成
に
よ
り
、
多

く
の
企
業
や
工
場
が
結
城
に

進
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
63
年
に
は
結

城
廃
寺
の
発
掘
調
査
が
開
始

さ
れ
、
金
堂
跡
や
塔
跡
な
ど

伽
藍
と
呼
ば
れ
る
主
な
建
物

の
跡
が
見
つ
か
り
、
貴
重
な

遺
物
が
数
多
く
出
土
し
ま
し

た
。

　

人
口
が
5
万
人
に
達
し
た

こ
の
時
代
、
茨
城
国
体
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
競
技
の
開
催
や
、

鹿
窪
運
動
公
園
の
野
球
場
・

武
道
場
の
完
成
の
ほ
か
、
昭

和
60
年
つ
く
ば
万
博
で
の

「
結
城
の
日
」
の
開
催
、
平

成
3
年
の
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
ア
ク
ロ
ス
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
近
代
化
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
る
と
と
も
に
「
文
化

と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
」
と
し

て
も
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
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結城市 年のあゆみ 平成6年～平成26年

平
成

世
界
に
は
ば
た
く
結
城
市
へ
。

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

J
R
結
城
駅
に
友
愛
メ
ル
ヘ
ン
橋
完
成・

ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
受
賞

ベ
ル
ギ
ー
王
国
メ
ッ
ヘ
レ
ン
市
と
国
際
親
善
姉
妹

都
市
盟
約
を
締
結

か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
完
成

国
道
50
号
結
城
バ
イ
パ
ス一部
開
通

市
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典

鹿
窪
運
動
公
園
野
球
場
の
人
工
芝
化

地
域
振
興
券
を
交
付

埼
玉
県
久
喜
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

鹿
窪
運
動
公
園
内
に
水
の
ふ
れ
あ
い
広
場
が

オ
ー
プ
ン

第
4
次
結
城
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

第
1
回
結
城
シ
ル
ク
カ
ッ
プ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

開
催

大
木
庫
氏・新
川
和
江
氏・多
田
富
雄
氏
名
誉
市

民
に

福
井
県
福
井
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結

全
国
高
校
総
体
卓
球
競
技
開
催

結
城
百
選
1
1
8
か
所
決
定

結
城
廃
寺
跡
附
結
城
八
幡
瓦
窯
跡
が
国
指
定
史

跡
に

結
城
朝
光
7
5
0
年
祭
が
開
か
れ
る

筑
西
遊
湯
館
オ
ー
プ
ン

常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
来
結

市
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
を
宣
言

元
気
な
結
城
っ
子
宣
言

女
性
模
擬
議
会
開
催

駅
南
中
央
通
り・ア
ク
ロ
ス
通
り
の
愛
称
決
定

国
道
50
号
結
城
バ
イ
パ
ス
の
完
全
開
通︵
4
車
線
化
︶

祭
り
ゆ
う
き
開
催

結
城
南
部
第一土
地
区
画
整
理
事
業
完
成

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
2
0
0
7
で
音
楽
文
化

祭
を
開
催

結
城
市
民
劇﹁
結
城
合
戦
物
語
﹂初
公
演

第
23
回
国
民
文
化
祭・い
ば
ら
き
2
0
0
8

つ
む
ぎ
の
里
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

第
1
回
新
川
和
江
賞
　
未
来
を
ひ
ら
く
詩
の
コ

ン
ク
ー
ル
開
催

中
山
由
起
枝
さ
ん
に
結
城
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

栃
木
県
小
山
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

結
城
紬
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

第
61
回
北
関
東
野
球
大
会
で
結
城
東
中
が
初
優
勝

第
5
次
結
城
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト

紬
議
会
を
開
催

結
城
市
役
所
駅
前
分
庁
舎
が
完
成

N
H
K
の
ど
自
慢
　
公
開
収
録

愛
知
県
刈
谷
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

結
城
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー﹁
ま
ゆ
げ
っ

た
﹂誕
生

タ
イ
王
国
メ
ー
サ
イ
市
と
国
際
親
善
姉
妹
都
市

盟
約
を
締
結

結
城
紬
大
使
誕
生

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

ま
ゆ
げ
っ
た
音
頭
の
完
成

結
城
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
の
決
定

結
城
蔵
美
館
オ
ー
プ
ン

紬
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

栃
木
県
小
山
市
と
友
好
都
市
盟
約
を
締
結

市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

6
年

8
年

9
年

10
年

11
年

12
年

13
年

14
年

15
年

16
年

17
年

18
年

19
年

20
年

21
年

22
年

23
年

24
年

25
年

26
年

か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
や

市
民
情
報
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
を
は
じ
め
、
結
城
駅
友

愛
メ
ル
ヘ
ン
橋
の
完
成
、
国

道
50
号
バ
イ
パ
ス
完
全
4
車

線
化
な
ど
都
市
基
盤
が
整
備

さ
れ
、
住
環
境
が
大
き
く
向

上
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
山
形
県
長
井
市

に
加
え
て
、
新
た
に
国
内
外

の
4
都
市
と
姉
妹
・
友
好
都

市
盟
約
が
結
ば
れ
、
結
城
市

の
さ
な
ら
る
発
展
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
22
年
に
結

城
紬
の
3
工
程（
糸
つ
む
ぎ
・

絣
括
り
・
地
機
織
り
）
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
世
界
に
誇
る
伝
統

文
化
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

24
年
に
は
、
結
城
市
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま

ゆ
げ
っ
た
」
が
誕
生
す
る
な

ど
、
歴
史
と
伝
統
に
彩
ら
れ

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い

ま
す
。

結
城
市
は
こ
れ
か
ら
も
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、
新
た
な

歴
史
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

平成24年　タイ王国メーサイ市

平成26年　栃木県小山市

平成8年　ベルギー王国メッヘレン市

平成14年　福井県福井市

4つの都市と新たに姉妹・友好都市盟約が結ばれ、国内外に交流をを広めています

平成22年　結城紬がユネスコ無形文化遺産に登録（左上が登録証）

平成24年　結城市マスコット
キャラクター「まゆげった」誕生

平成20年　第23回国民文化祭・いばらき2008つむぎ
の里文化フェスティバル・ジャズフェスティバル開催

平成10年　国道50号バイパスが一部開通

平成13年　大木庫氏、新川和江氏、多田
富雄氏が名誉市民に

平
成
9
年
　
か
な
く
ぼ
総

合
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン

平
成
16
年
　
市
民
情
報
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
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60年の　あの時 この時
市民と共に歩んだこの60年間。

そこには、一人ひとりが心に刻んだ

さまざまな風景がありました。

平
成
25
年

　市
内
中
学
生
が
結
城
紬
を
試
着
す
る

             

「
紬
の
ふ
る
さ
と
体
験
授
業
」
を
実
施

平成13年　第1回シルクカップロードレース開催

平
成
10
年

　結
城
駅
に
蒸
気
機
関
車
が
停
車

平
成
15
年

　紬
の
ふ
る
里
結
城
ま
つ
り
で
の
武
者
行
列

平
成
14
年

　ひ
ま
わ
り
畑
で
作
ら
れ
た
迷
路

昭和61年　ジャズコンサートの司会をする

　　　　　 ミスつむぎ

昭和45年　北関東中学校野球大会の開催に先立ち、

                市街地をパレード

昭和50年代　山川沼での柴揚げ

昭
和
42
年

　浦
町
通
り
で
開
か
れ
た

              

「
ビ
ッ
ク
リ
市
」
の
賑
わ
い

昭和20年代　結城盆踊り大会の大やぐら

昭
和
30
年
代

　七
夕
ま
つ
り
で
飾
り
つ
け

　
　
　
　
　
　さ
れ
た
町
並
み

昭和40年代　城南小学校体育館で
　　　　　　 NHK「のど自慢」を収録

昭和30年代　市内の養蚕農家の風景 昭和30年　絹川小で行なわれた、
                映画「夜あけ朝あけ」の撮影
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未
来
の
結
城

未
来
の
結
城

未
来
の
結
城

児
童
・
生
徒
絵
画
展

結
城
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
か

ら
︑
﹁
未
来
の
結
城
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑

市
制
1
0
0
周
年
時
の
様
子
や
未
来
に

残
し
た
い
風
景
な
ど
に
ま
つ
わ
る
絵
画

作
品
を
募
集
し
︑
審
査
を
行
な
っ
た
結

果
18
点
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
︒

結城東中  伊
い と う

藤　大
ひ ろ と

翔 さん
「未来の結城へ ～伝えたい結城紬～」

　結城紬といえば、亀甲模様が印象的です。この模様をつけるのに、すごく
苦労しました。この結城紬を、これからも伝えていってほしいです。

結城小   人
ひ と み

見　史
ふ み き

企 さん
「夢いっぱい　結城市の未来」

　未来の結城は、リニアモーターカーが走り、アメリカや北海道、沖縄にも
短時間で行くことができます。まゆげったタワーを中心に未来のテーマパー
クもあり、動物園や桑公園もあり、筑波山とも虹の橋でつながり、自然も
いっぱいです。

結城小   伊
い と う

東　咲
さ き な

奈 さん
「自然がいっぱい 未来の結城」

結城南中   佐
さ と う

藤　璃
り な

奈 さん
「近くの市役所」

絹川小   田
た む ら

村　星
せ な

夏 さん
「未来のまゆげった小学校」

結城南中   岩
い わ た

田　愛
あ い な

奈 さん
「鐘の音」

小
学
生
高
学
年
の
部

・
結
城
小
　
松ま

つ
お
か岡

　
充み

づ
き樹
さ
ん

　
「
守
り
続
け
た
い 
結
城
市
の
ま
ち
」

・
結
城
小
　
宮み

や
た田

　
和か

ず
ま
さ昌
さ
ん

　
「
宇
宙
の
結
城
市
」

・
城
南
小
　
堀ほ

り
え江

　
陽は

る
か香
さ
ん

　
「
未
来
の
結
城
市
」

・
城
南
小
　
野の

ざ
わ澤

　
甲か

い斐
さ
ん

　
「
未
来
に
つ
な
が
る
40
年
後
」

・
山
川
小
　
海え

び
さ
わ

老
澤
　
磨ま

お緒
さ
ん

　
「
未
来
の
結
城
　
ゲ
ッ
タ
ー
カ
ー
」

・
山
川
小
　
湯ゆ

も
と本

　
里り

な奈
さ
ん

　
「
未
来
の
山
川
不
動
尊
」

中
学
生
の
部

・
結
城
東
中
　
小こ

ば
や
し林

　
瑞み

ず
き紀
さ
ん

　
「
人
々
の
集
う
場 

鹿
窪
運
動
公
園
」

・
結
城
東
中
　
高た

か
は
し橋

　
萌も

え
か加
さ
ん

　
「
結
城
の
世
界
遺
産
」

・
結
城
東
中
　
濱は

ま
の野

　
史ふ

み
な奈
さ
ん

　
「
伝
え
て
い
き
た
い 

歴
史
あ
る
弘
経
寺
」

・
結
城
南
中
　
山や

ま
な
か中

　
翔し

ょ
う
た太
さ
ん

　
「
夏
祭
り
」

・
結
城
南
中
　
片か

た
の野

　
真ま

さ
き希
さ
ん

　
「
山
川
不
動
尊
」

・
結
城
南
中
　
高た

か
は
ら原

　
千ち

ほ穂
さ
ん

　
「
す
ん
だ
空
」
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